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Windowsのスタートメニューから「すべてのプログラム」→「Corel DRAW X8」を
起動させます。

起動後に左上の「ファイル」から新規作成を選択すると「新規ドキュメントの作成」
が表示されます。
初期の設定ではA4サイズになっているので、ご使用のレーザー機の加工エリアと同
じサイズに変更します。(下の画像ではVLS2.3のエリアサイズを入力しています)

入力後、「主カラーモード」を「ＲＧＢ」に変更して「ＯＫ」を押してください。

※ご使用のレーザー機の加工エリアが分からない場合。
　Windowsの「コントロールパネル」→「デバイスとプリンター」内のレーザー機
　の上で右クリックを押し、「印刷設定」を選択します。
　レーザー機ドライバーの上部タブ「Manual Control]を選択。
　中央にある「Engraving Field」を選び、[MAX Size」ボタンを押すとレーザー機
　の加工エリアが表示されます。
　

「
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ページサイズを入力後、「ページサイズの保存」を選択しレーザー機の名前を入力
して「ＯＫ」を押します。

次にCorel DRAW画面上部のメニューバーにある「レイアウト」から「ページレイア
ウトの設定」を選択します。
「幅」と「高さ」がご使用のレーザー機の加工エリアと同じか確認します。
（ここではVLS2.3の加工エリアサイズになっています。）

→

保存ボタン
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ルーラーの設定を行います。「ドキュメント」内の「ルーラー」を選択し原点
垂直方向の欄にご使用のレーザー機加工エリアの縦方向の数値を入力します。
(ここではVLS2.3の数値を入力しています)

新規ファイル作成時の設定を変更します。
・「作業領域」→「一般」内の「Corel DRAW X8起動時」横のプルダウンから
「新規ドキュメントを作成」に変更。

・下記３項目のチェックを外します。
　「新規ドキュメントダイアログボックスの表示」
　「Welcomeスクリーンでツアーを表示」
　「タブバーにWelcomスクリーンボタンを表示する」

完了したら「OK」を押して作図作成画面に戻ります。
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次にカラーモードを「ＲＧＢ」に変更します。
上部メニューバーの「ツール」→「カラーマネージメント」→「デフォルト設定」
を選択して下さい。

「プライマリカラーモード」をＲＧＢに選択して「ＯＫ」を押します。
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カラーパレットの設定を行います。
画面右側に表示されているカラー
パレット上部のフライアウトボタン
から、「パレット」→「閉じる」を
選択してデフォルトカラーパレット
を閉じます。

フライアウトボタン→

画面上部メニューバーの「ウインドウ」→「カラーパ
レット」→「デフォルトRGBパレット」を選択すると
画面右側に新たにRGBカラーパレットが作成されます。

※「ＲＧＢカラー」はＲ(レッド)・Ｇ(グリーン)・Ｂ(ブルー)それぞれに
　０～２５５までの数値を組み合わせることによって色が表現されます。
　「選択ツール」でカラーパレットにカーソルを合わせると、それぞれの
　数値が確認できます。

※作成した図形等に色を適用する場合、レーザー機のドライバ上に表示
　されるカラーと一致する必要があります。
　レーザー機ドライバの各色は全て「０と２５５」の数値で組み合わさ
　れた色で構成されています。
　

デフォルトＲＧＢパレット作成

カーソルをカラーに合わせるとRGB
数値が確認できます

方法
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線種の設定を行います。
Corel DRAWの画面左側ツールバーに「輪郭ペン」
アイコンを出す為、アイコン追加の＋ボタンを押し、
リスト内の「輪郭フライアウト」にチェックを入れ
ます。

ツールアイコン追加ボタン

追加された「輪郭ペン」アイコン

ツールバーのアイコンが縦に表示しきれない場合に、
フライアウトボタンを左クリックすると隠れている
表示を出す事ができます。

「輪郭ペン」を選択します。
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輪郭ペンを選択すると下記の項目が表示されるので「OK」を選択します。

※この項目は図形・アートテキスト（文字の入力）等を行う場合に作図
　した時点で線の幅、色等を設定できる項目です。
　今回は例としてグラフィック（図形）のみにチェックを入れて説明して
　ます。

輪郭ペンの「幅」を「極細線」に変更。
「カラー」をRGBレッドにする為、数値を「R255、G0、B0」を入力しキーボードの
Enterキーを押した後、「ＯＫ」ボタンを押します。

設定後は図形を作成する際、自動的に赤色の極細線で作成されます。
※赤色極細線で作成された図形等は、レーザー機において切断動作のデータに
なります。
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全ての設定が完了した時点でCorel DRAW の上部メニューバー内の「ツール」から
「設定をデフォルトとして保存」を選択します。
選択以降はCorel DRAWで新規作成を行うごとに、今回設定保存した内容で新規作成
画面が開きます。

以上でCorelDRAWをレーザー機で使用する為の初期設定が完了しました。
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